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研究成果の概要（和文）：本研究の発展は、新型コロナ・ウイルスの感染状態のため、研究の遂行に関わる障害
にぶつかり非常に遅延されました。特に海外への出張と出版の速度に関して困難に遭いました。
とはいえ、論文作成活動、電子資料についての予備調査、これからの出版に関する著作権の交渉などを通じて、
本研究は別の研究道を辿り、これから有望な業績の出版へ向かっています。

研究成果の概要（英文）：The research has been disturbed by the corona crisis but offers promising 
results in the long run.

研究分野： Philosophy

キーワード： Maurice Merleau-Ponty

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
This research renews our knowledge of Merleau-Ponty's philosophy and represents a groundbreaking 
contribution to phenomenology
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ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 

モーリス・メルロ＝ポンティ（Maurice Merleau-Ponty, 1908-1961）は、フランスの現象学を代

表する哲学者として知られている。とりわけその身体についての研究は、哲学にとどまらず、社

会学、美学、認知科学、ロボット工学、精神医学、看護学、教育学など幅広い分野に影響を与え

てきた。しかし、53 歳という年齢で亡くなったことから、その思想の多くの部分が未刊草稿の

形で残されることになった。その多くが読解されフランス語で出版されているが、(1)まだ解読

も出版もされていないもの、(2)出版はされているが不完全なもの、(3)邦訳されていないものが

ある。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、メルロ＝ポンティの遺稿を共同で解読、校訂、編集、研究し、その成果を出版、邦訳、

学会発表などを通じて公表することを目的としている。 

メルロ＝ポンティの遺稿は、現在フランス語での出版が進んでいるが、未刊のものや、解読に

問題があるものがある。本研究では、第一にフランス国立図書館などに所蔵されている原本を解

読し、また既刊の草稿を校訂して、原テクストを確定したい。第二に、草稿が扱うテーマは、哲

学のほか文学、政治学、生物学、心理学、言語学など広い分野にわたり、現在では希少な文献を

参照している場合も多い。本研究では、これらの文献を調査することによって、またこれらの分

野の研究者を招いて討議することによって、草稿の背景を明らかにしたい。第三に、こうした研

究成果をフランスで出版すると同時に、邦訳を進めたい。 
 
３．研究の方法 

 

草稿類を 4 つのグループに分け、それぞれの担当者が、解読、校訂、編集、翻訳を並行して進

める。定期的に全体会議を開いて、国内外の研究者を招聘してメルロ＝ポンティの記述の背景を

明らかにするための研究を行う。 

 第 1 グループ （ダリシエ・ミシェル、加國尚志）： 

『40 年代後期草稿』の解読、出版ならびに『自然』の校訂、邦訳 

 第 2 グループ （本郷均、ダリシエ・ミシェル）： 

『言語の文学的使用』の校訂、邦訳 

 第 3 グループ （廣瀬浩司、ダリシエ・ミシェル）： 

『制度化・受動性講義』の校訂、邦訳 

 第 4 グループ （全員）： 

『見えるものと見えないもの』の校訂 

 

４．研究成果 
 

本研究の遂行は、新型コロナ・ウイルスの感染の影響で大変遅れました。結果的には、第 1 グ
ループの『40 年代後期草稿』の解読、出版ならびに『自然』の校訂、邦訳の作業しか終わりませ
んでした。現在、本研究の成果として、モーリス・メルロ=ポンティ (著)『自然――コレージュ・

ド・フランス講義ノート』ドミニク・セグラール (編集),松葉 祥一(翻訳),加國尚志(翻訳)みす

ず書房、2020 年に出版されました。『40 年代後期草稿』の解読版は、出版する予定です。また、



本研究に関係する準備中、作成中、出版中の研究成果が多く、次の研究プロジェクト、2022 年

度基盤研究(C)（一般）「メルロ＝ポンティの中・後期草稿の研究──原テキストの確定のため

に」（22K00008）に関わります。 
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